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気候変動脆弱地域における複合地盤災害リスク評価に関する研究委員会

2020年1月8日

地震、降雨、融雪土砂災害時の気象と土壌雨量指数

松岡直基（株式会社 北海道気象技術センター）

本日のテーマ
・2018年胆振東部地震の降雨状況と土壌雨量指数
・2016年道道の土砂災害と土壌雨量指数
・2012年2013年国道230号線中山峠融雪土砂災害の土壌雨量指数

北大 清水康行教授 撮影

2012年5月4日
国道230号線中山峠土砂災害

札幌開発建設部HP

2016年8 月24 日 知床公園羅臼線
北海道維持管理防災課提供

複合地盤災害とは大雨に地震や融雪が加わると考え、
これまでの各々の災害の土壌雨量指数を再掲することにした
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０．胆振東部地震の斜面崩壊形状は地下水の影響を受けている

平成30 年北海道胆振東部地震
砂防学会土砂災害緊急調査団
第一次調査団調査報告から
平成30 年9 月26 日

2018年9月11日撮影

Ⅰ．地震時の降水と土壌雨量指数
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札幌 38.5mm
厚真 11.5mm

2018年9月4日1時～5日12時

アメダス降水量分布

台風21号の北上で
地震前日に
北海道の太平洋側で雨
となったが胆振東部の
雨量は少なかった

１．地震前の降水状況
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２．地震前の降水状況と平年比

厚真アメダス

• 地震前の厚真アメダス日降水量は 9月4日0.5mm、5日11.5mm
• 7月中、下旬、8月下旬は平年より少なく経過
• ただし、7月と8月の降水量は平年より多い
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３．長期間の降水状況 － 2018年の位置づけ－

地震前の
１週間

地震前の
２週間

8月1日～
9月5日

7月1日～
9月5日

1月1日～
9月5日

2018年 29.5 64.0 230.5 408.0 881.5

平年値 37.5 79.9 197.8 320.8 680.5

平年比 79% 80% 117% 127% 130%

厚真アメダス期間別積算降水量(mm)

過去30年間の厚真アメダス積算降水量
積算期間1月1日～9月6日

• 2018年は統計期間が⾧くなるほど
降水量平年より多くなる

• 1月１日からの積算では過去30年
で３位に位置する
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４．地震前の解析雨量 － レーダーで雨量分布を見ると －

×

2018年8月30日1時～6日3時（1週間積算）

×

2018年8月24日1時～6日3時（2週間積算）

国土地理院の斜面崩壊・堆積範囲図
〇印：厚真アメダス ×印：震央

• 平地の厚真アメダスより崩
壊した山地部で雨量多い

• しかし、多雨域と崩壊域が
一致してはいない

• 北側の山地部で２週間積算
が100mm強程度
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厚真アメダス
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厚真アメダスと解析雨量の比較
過去２週間では北の方で解析雨量が多くなっている

地理院地図（電子国土Web）から転載

146％

113％

132％
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５．地震発生前の土壌雨量指数の経過 厚真アメダス
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気象庁HPから転載

• 地震直前の土壌雨量指数は
20で値は大きくない

• 7月上旬からの176mmの降
雨も無降雨が続くと2週間
程度でゼロに近づく

• タンクモデルのパラメータ
は花崗岩主体の試験流域で
設定されている

厚真アメダス時間降水量から土壌雨量指数を計算
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解析雨量による
降雨量は20mm
程度
土壌雨量指数26

当初は雨量や土
壌雨量指数から、
台風による雨の
影響は少ないの
ではないかと
思った

2018年9月6日
03：00
降雨状況

吉野地区
冨里地区
日高幌内川
周辺メッシュ

北海道土砂
災害警戒情
報システム
から転載

６．地震発生前
の土壌雨量指数

10

６．１ 解析雨量による地震発生前の土壌雨量指数の経過
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25.7

31.0

27.8
1kmメッシュ
の解析雨量か
ら計算した土
壌雨量指数は
26～31程度
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６．２ 地震発生前の土壌雨量指数の経過 厚真周辺解析雨量

崩壊地域を含む領域の
平均値を使用
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降水量 土壌雨量指数

地震直前の地域の平均的な土壌雨量指数は30 ⇒ 30は乾いた状態ではない
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３段目タンクの
水深に着目する
方法もあるが、
この地域専用の
モデルを作るべ
きだろう
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７．胆振中部での過去の地震時の土壌雨量指数

近年の胆振中部での地震時の土壌雨量指数
発生年月日・地震名 Ｍ 最大震度 人的被害 土壌雨量指数 1か月総雨量

2007年4月19日
5.6 4

-
11 56.0

平成19年 -

2014年7月 8日
5.6 5弱

死 0
0 88.0

平成26年胆振地方中東部 負 3

2017年7月1日
5.1 5弱

死 0
5 159.0

平成29年胆振地方中東部 負 1

2018年9月6日
6.7 7

死 43
20 225.0

平成30年北海道胆振東部地震 負 762

• 規模の小さい三つの地震では斜面崩壊の記録は確認できず
• この表からは土壌雨量指数20が大きく、斜面崩壊に影響したかも
しれない
と思わせる

厚真アメダス時間降水量使用
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８．過去の他の地域での地震時の土壌雨量指数

発生年月日・地震名 Ｍ 最大震度 人的被害 土砂災害 土壌雨量指数 1か月総雨量

1984年9月14日
6.8 6

推定
死 29 「御嶽崩れ」とも。御嶽山で大

規模な山崩れ。
50 562.0

昭和59年⾧野県西部地震 負 10 御嶽山アメダス 御嶽山アメダス

2004年10月23日
6.8 7

死 68 山崩れや土砂崩れなどで鉄道・
道路が約6,000か所で分断され
た。

54 353.0

平成16年新潟県中越地震 負 4,805 十日町アメダス 十日町アメダス

2008年6月14日

7.2 ６強

死 17,不明 6 荒砥沢ダム上流で崩落地の最大
落差は148m。土砂が水平距離
で300m以上も移動した箇所も
あった。

8 292.5

平成20年岩手・宮城内陸地震 負 426 駒ノ湯アメダス 駒ノ湯アメダス

2016年4月14日、6月16日

7.3 7

死 272 大規模な斜面崩壊や土石流、地
滑りが発生し、被害は特に南阿
蘇村付近に集中した。

15 163.0

平成28年熊本地震 負 2,808 17 194.5

南阿蘇アメダス 南阿蘇アメダス

2018年9月6日

6.7 7

死 43
厚真町中心に土石流、がけ崩れ
多数発生。最大規模の崩壊面積。

20 225
平成30年北海道胆振東部地震 負 762

厚真アメダス 厚真アメダス

過去の地震時の土壌雨量指数
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• 近年の最大震度6以上を抽出
• 土壌雨量指数は8～54と開き
がある

• 単純に地震による崩壊と土壌
雨量指数を結び付けられない
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９．地震時の降雨の影響 －まとめ－

■既往研究
・地震災害時の雨量データの報告程度
・堤大三，藤田正治，宮田秀介，里深好文，堀田紀文（2012）：
東太平洋沖地震による斜面崩壊発生に対する土壌水分状態の影響，
京都大学防災研究所年報，第55号B，391-398

総雨量120mmのsinカーブ24時間入力の24時間後を初期値とした斜面
安定度解析から、先行降雨が少なかったから被害少なかった、の結論

■今回のまとめ
• 地震発生2週間前まで平年より降水量少なかったが、それ以前の⾧期
間の積算降水量は多い年であった

• 地震発生直前の土壌雨量指数は30程度であった(ある程度湿っていた)
• 斜面崩壊発生地は保水性の高い火山灰土であることから、⾧期の雨量
指標が影響している可能性が高い

• 気象庁の土壌雨量指数パラメータは、火山灰質や土壌水分の⾧期指標
を十分に表していないので、厚真地域への適用は課題がある

• 過去の胆振地域の地震や他の地域の大地震の際の土壌雨量指数を計算
すると、値に開きがあることがわかった

• 地震による斜面崩壊への降水の影響について、降雨土砂災害のような
経験則（例えば震度と土壌雨量指数）を作成することは難しそうだ
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